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③④ 葬儀 の サテ ー (礼拝) 
@⑯ 葬 儀 の サラ ー の 理解 : 


葬儀 に 参加 し 、 そ の 埋葬 を 見 送る こと に は 沢山 の 利益 が あり ます 。 そ の 主 な も の を 挙げ 
で 和み まま し よう : 
































履 和信 の た め に サラ ー を する こと で 、 そ の 義務 を 果たす こと 。 

敵 人 の た め の と りな し と 、 ド ッ ゥ アー (祈願 )。 

逆 人 の 親族 へ の 義務 を 果たす こと 。 

逆 人 の 親族 へ の 軸 尉 。 

参加 者 へ の 偉大 な 報奨 。 

葬儀 と 墓地 を 目 に する こと に より 、 様 々 な 訓 戒 や 教訓 を 得る こと 。 


















































@ 儀 の サラ ー の 法 的 位置 づけ : 





葬儀 の サラ ー は 、 い わ ゆ る 連帯 義務 1 で す 。 

葬儀 の サラ ー は それ に 参加 し た 者 に 多大 な 幸美 を 約束 し 、 ま た 死者 へ の と りな し と な り 
ます 。 沢山 の 参加 が 推奨 され 、 敬 度 か つ 数 多く の 参加 者 に よっ て 行わ れる 葬儀 の サラ ー で 
あれ ば 上 尚 良い で し ょ う 。 





























イブ ン ・ ア ッ バ パー ス (彼ら に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 私 は アッ ラー の 使 
徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) が こう 言う の を 聞き まし た アッ ラー と 共に 他 
の 何 も の を も 配 さ な い 40 人 の 者 が 故人 の た め に 葬儀 の サラ ー を 捧げ る な ら ば 、 ア ッ ラ ー は 


彼ら を 故人 に 対す る と りな し 役 と され る だ ろ う 。" 」( ム スリ ム の 伝承 う 















































@ 三 の サラ ー の 形 : 





1 一 葬儀 の サラ ー の 参加 に 臨む 者 は ウド だ ゅ ゥ ー3 し 、 キ ブラ 4 の 方 向 を 向き ます 。 そ し て 遺体 
を 自分 と キ ブ ラ の 間 に 置 きま す 。 


























2- イ マー ム は 牙 人 が 男性 な ら ば その 頭 部 周辺 前 に 、 女 性 な ら ば 遺体 の 中 心 部 前 に 立つ の 
が スン ナ で す 。 そ し て 4 回 の タク ビー クル 5 を 行い ます が 、 時 に は - 特に 故人 が 偉大 な 学者 や 


























1 訳者 注 : 共同 体内 の 誰か が それ を 行い さえ すれ ば 、 共同 体内 の 他 の 者 の 義務 が 免除 され る よう な 類 の 義 
務 の こと 。 こ れ に 対し 、 サ ラー や サウ ム の よう な 個人 義務 は 個々 に 課さ れ て きま す 。 

2 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (948)。 
3 訳者 注 : イ スラ ー ム に お いて 定め られ た ある 一 定 の 形式 に お ける 、 心身 の 清浄 化 を 意図 し た 体 の 各部 位 
4 者 注 : カアバ 神殿 の ある マッ カ の 方 角 の こと 。 
5 訳者 注 :・「 ア ッ ラ ー フ ・ ア ク バ ル 」 と いう 言葉 の 
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ML 


ご だ 2 で 98 
1 


その 徳 や 廉 潔 さ 、 タ クワ ー6 で 知ら れ た よう な 億 人 、 イ スラ ー ム に 非常 な 真 献 を し た よう な 





人 物 な ど で あ れ ば - 5 回 、 ま た は 6 回 




















伝え られ て いる 様々 な 種類 の スン ナ を 実践 する べく 、 時 に は これ 、 


、 あ る い は 9 回 行 











いう 風 に これ ら の 回 数 を 任意 に 変化 させ る の が よい で し ょ 2 う 。 




















3 一 タク ビー ル の 際 は 、 両 手 を 肩 か 
手の甲 の 上 に 右手 を 置き 、 そ れ を 胸 の 前 に 
に 出さ ず に タデ アウ ウス 8 と バス マラ 9 を 
















































































た ぶ の 辺り に まで 上 げ る よう に し 


は その 後に 別 の クル アー ン の 人 箇所 を 読 ゆ の も 良い で し ょ う 。 























NyY 


と も 可能 で す 。 











0 
7【T 





時 に は これ 、 と 





E す 。 そ れ か とら と 左 
E す 。 サ ラー 開始 の ドゥ アー7 は 唱え ず 、 声 
え 、 次 いで アル テニ ファ ー テ ィ バ 章 を 読み ます 。 時 に 








4 一 それ か ら 2 回 目 の タ クビ ー ル を 行い 、 や は り 声 に 出さ ず に こう 唱え ます :「 デ アッ ラー 
2 の 0 の デー の が の の の の の の どの の の YA の た めん つい 




















2 の グン クッ パグ クー に We ンー ャ の テーク ジル グン ビジ の ルー 
2 2 の NR 及 の 。 ウ ク ジ ー ン 0 の の の リー リク マガ ラー ャ スペ シヤ の の ツジ 
デジ ーッ ゲー ルス バン マル マー ニッ パー ジグ クタ グッ ア ジー イデ ラー ヒー マ 、。 ジャ アデ 
の 0 の アク ーー マッ イシ た みて 0 の で みさ 2NKPIN ウデ ツ ウー 、 あ 


な た が イブ ラー ヒー ム と 彼 の 一 族 に 栄 》 
ド の 一 族 に も 栄光 を お 与え 下さ い 。 あ な た こ 

















E を お 与え に な っ た よう に 、 ム ハン マ ド と ム ハ ン マ 


全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す 。 ア ッ ラ ー よ 、 


あな た が イブ ラー ヒー ム と 彼 の 一 族 を 祝福 され た よう に 、 ム ハン マ ド と ムハンマド の 一 族 
を 祝福 し て 下さ い 。 あ な た こそ 全て の 讃 美 と 栄光 の 主 で す )。」( ア ル テ ブ ハー リー と ム ス リ 


ム の 伝承 19) 





5 一 それ か ら 3 所 




















①「 ア ッ ラ ー よ 、 私 た ちの 内 の 生き て いる 者 を 、] 


























の タク ビー ル を 行い 、 スン ナ に お いて 伝え られ て いる 下記 の よう な ド 
ゥ アー (祈願 ) で も っ て 真琴 に 祈り ます 。 


















































に く な っ た 者 を 、 こ の 場 に 居合 わせ て 





いる 者 を 、 不 在 の 者 を 、 老 若 男 女 を お 薇 し 下さ い 。 ア デッラ ー よ 、 あ な た が 私 た ちの 内 で 生 
か され る 者 は イス ラー ム に お いて お 生か し 下さ い 。 あ な た が 私 た ちの 内 で 死 を お 与え に な 








る 者 


ーー ン 


























よ 、 信 仰 を も っ た 状態 で お 死な せ 下 さい 。 ア ッ ラ ー よ 、 そ の 報奨 せ を 私 た ち に 禁じ な い 


6 訳者 注 :「 タ クワ ー」 は 「 自 ら を 守る 」 と いう 動詞 の 名 詞 形 。 つ まり アッ ラー を 長 れ 、 ま た その お 色 り 


と 懲 凡 に つなが る よう な 行い - つま りか れ が 命じ られ た こと に 反し た り 、 あ る い は 禁じ られ た 

















柄 を 犯し 


た りす る こと な ど - を 避け る こと で 、 自 ら の 身 を アッ ラー の お 既 り や 懲罰 か ら 守 る こと を 意味 し ます 。 











7 訳者 注 : 詳 し く は 「② サ ラー (礼拝 )」 の 章 の 「⑥ サ ラー の 形 」 の 項 を 参照 の こと 。 
8 訳者 注 :「 タ アウ ウズ 」 と は 「 ア ウー ズ ・ ビ ッ ラ テラー と ・ ミ ナッ シャ イプ ター 
































ッ ラ ジー スム (私 は アッ ラー 


に 、 呪 われ し シャ イタ ー ン (悪魔 ) か ら の ご 加護 を を いま す )」、 あ る い は 「 ア ウー ズ ・ ビ ッ ラ ー と ヒッ サミ 
ー プ ブル ア リー ミ ・ ミ ナッ シャ イプ ター ニッ ラジ ー ミ ・ ミ ン ・ ハ ムズ イィ と ・ ワ ・ ナ フ ヒ と ・ ワ ・ ナ フス テヒ ( 和 
呪 わ れ し シ ャ イタ ー ン (悪魔 ) の 路 き か け と 吹き 込み 、 そ し て その 唯 か ら の ご 





は 全 知 全能 の アッ ラー に 、 








加 



































を を を い ます )」 と 唱え る こと で す 。 
9 訳者 注 :「 バ スマ ラ 」 
の 御名 に お いて )」 と 唱 


と は 、「 ど ビス ミッ ラー ヒッ テラ フ マ ー ニ ッ テ ラ と ヒー ム ( 
の で の で お) 




















く 慈 悲 深 き ア ッ ラ ー 


10 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (3370) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (406)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 


11 訳者 注 : つま り 葬 儀 の 礼 








2 


E に 参加 する こと に よっ て 得 ら れる 報奨 の こと で す 。 


で 下さ い 。 ま た 私 た ち を その 後 で 迷わ むせ な いで 下さ い 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ 
マー ジャ の 伝承 11) 





②「 ア デッラ ー よ 、 彼 を 赦し 、 彼 に ご 慈悲 を 与え 、 役 を 癒し 、 お 守り 下さ い 。 そ し て 彼 に 
よい 住ま い を 与え 、 そ の 入り 口 を 広げ 、 水 と 雪 と 寺 で 彼 を 清め て 下さ い 。 そ し て あな た が 
白い 服 を 汚れ か ら 清 浄 に され た よう に 、 役 を その 過ち か ら 清 め て 下さ い 。 そ し て 役 に ( 生 
前 の ) 彼 の 住処 より も 素晴らし い 住 処 を 、 彼 の (生前 の ) 家族 より も 素晴らし い 家 族 を 、 
彼 の (生前 の ) 配偶 者 より 素晴らし い 配 偶 者 を 引き 換え に お 与え を 下さい 。 そ し て 彼 を 楽園 
に 入れ 、 墓 の 災難 (ちあ るい は 業火 の 懲罰 ) か ら 役 を お 護り 下さ い 。」( ム スリ ム の 伝承 ) 










































































③ 「 ア ッ ラ ー よ 、 本 当 に 何 某 は あな た の 謀 護 の 許 に 、 あ な た を 頼み の 綱 114 と し て いま す 。 

で すか ら 墓 の 災難 と 業火 の 懲 誤 か ら 彼 を 御 守 り 下 さい 。 あ な た こそ 約束 を ご 履行 され る 真 
の お 方 で す 。 彼 を 赦 し 、 彼 に 慈悲 を 垂れ て 下さ い 。 本 当 に あな た は よく 落 さ れる 慈悲 深 
い お 方 で す 。」( ア ブー・ ダ ー ウ ー ド と イブ ン ・ マ ー ジ ャ の 伝承 ) 


















































尚 敵 人 が 成人 前 の 子供 で あれ ば 、① の ドゥ アー を 唱え た 後に 、 続 け て 次 の ドゥ アー を 唱 
えま す :「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 を 私 た ちの 先 人 と し 、 先駆 16 と し 、 報 撰 と し 、 備え と し て 下さ い 。」 
(アル テバ イハ キー の 伝承 ) 





























6 一 それ か ら 4 回 目 の タ クビ ー ル を 行い 、 少 し の 間 ド ゥ アー し 、 右 側 だ け に タス リー ム 18 し 
ます 。 し か し 時 々 左側 に も タス リー ム し て も 、 問 題 は な いで し ょ 2 う 。 























@ 遅れ て 葬儀 の サラ ー に 参加 し 、 い くつ か の タク ビー ル を 逃し た 場合 は 、 イ マー ム が 行う 
の と 同様 の 形 で それ を 後 か ら 補 いま す 。 し か し も し イマ ー ム と 共に タス リー ム し て 終え 
て し まっ て も 、- 至高 の アッ ラー の お 許し と 共に - サラ ー は 正しく 有効 で ある と 見 な さ 
の GE 
























































@ どの よう な 順番 で イマ ー ム の 前 に 遺体 を 並べ る か ? 


葬儀 の サラ ー は 集団 で 行い 、 参 加 者 の 列 が 3 列 を 割ら な いこ と が スン ナ で す 。 











12 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3201) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1498)。 文章 は イブ 
ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 
13 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (963)。 
14 訳者 注 : 原語 「 ハ ブル ・ ジ ワー リカ 」 は 、 当 時 の アラ ブ の 1 習慣 に 由来 し ます 。 つ まり 当時 の 旅人 や 
商人 な ど は ある 部 族 の 支配 地域 を 安全 に 通過 し た い 時 、 2 貫 が あり まし た 。 
ここ で は 逆 人 が アッ ラー の 棄 護 の 許 に ある こと を 指し 、 そ れ ゆ え に 来 世に お ける 諸々 の 災難 や 懲罰 か ら の 
彼 の 安全 を 祈っ て いる の で す 。 
15 真正 な 伝承 。 ス ナン ・ ア ブー・ ダ ー ウ ー ド (3202) 、 ス ナン ・ イ ブン ・ マ ー ジ ャ (1499)。 文章 は イブ 
ン ・ マ ー ジ ャ の も の 。 
16 訳者 注 : つま り 子 供 が 先 朋 け て 天国 に 入り 、 両 親 $ も また それ に 続く よう に 、 と いう こと で す 。 
17 良好 な 伝承 。 ア ル テ バ イハ キー (6794)。 アルテア ル バ ー ニ ー の 「 葬 儀 に 関す る 諸 規定 」 161 頁 参 照 。 
18 訳者 注 : 礼拝 最後 の 動作 で 、 右 と 左 に 振り 向い て 挨拶 する こと 。 こ こ で は 右側 だ け に 留め ます 。 
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レッ 
























































で 山 




















EN 
女性 が 配置 され る の が スン ナ で す 。 複数 の 遺体 に 対し て サラ ー を 一 遍 に 行い ます が 、 も し 
天 々 に 行っ た と し て も 問題 は あり ませ ん 。 









































@ 葬 儀 の サラ ー に お ける ドッ ゥ アー (祈願 ) の 形 : 





葬儀 の サラ ー に お ける ドッ アー の 形 は 、 逆 人 に よっ て 多少 変化 し ます 。 

つま り 故 人 が 男性 1 人 で あれ ば 前 述 の ドゥ アー の 形 そ の まま で 構い ませ ん が 、 政 人 が 女 
性 や 複数 で あれ ば 、 代 名 詞 を 適当 な 形 に 変更 させ な けれ ば な り ま せん 。 つ まり 逆 人 が 1 人 
の 女性 で あれ ば 「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 女 を 赦し .. 」 と 、 ま た 男性 複数 ある い は 男女 混合 で あれ 
ば 「 ア ッ ラ ー よ 、 彼 ら を 薇 し .. 」 と 言い 換え る 必要 が あり ます 。 
但し も し 故人 の 性 別 が 判明 し な いよ うな 場合 に は 、 ど ちら の 性 別 の 形 で で も ドゥ アー を 
中 先 る こと が 出来 ます 。 














































































































人 @ 交 教 者 に 対す る 葬儀 の サラ ー : 





デッラ ー の 道 に お ける 戦死 者 に 関し て は 、 イ マー ム は 葬儀 の サラ ー を 行う か どう か 選択 
する こと が 出来 ます 。 行 っ て も 行わ な く て も 構い ませ ん が 、 行 っ た 方 が 良い で し ょ う 。 そ 
し て 死去 し た 時 の まま の 状態 で 埋葬 し ます 。 
































一 方 江 死 者 や 焼死 者 な ど 戦 死者 以外 の 狗 教 者 は 来世 の 報奨 に お いて の 痢 教 者 と 見 な され 
る の で 、 そ の 遺体 は 洗浄 され 、 死 に 装束 に 包ま れ 、 葬 儀 の サラ ー を 執り 行わ れ ま す 。 




































































@⑯ 葬 儀 の サラ ー を すべ き 者 : 

















1 で あろ うと 放 綻 で あろ うと 、 死 ん だ ムスリム に は 葬儀 の サラ ー が 執り 行わ れ ま す 。 
但し 生前 に 義務 の サラ ー を 放棄 し た 者 は その 限り で は あり ませ ん 。 





謀 貞 



































2 一 自殺 者 と 、 戦 利 品 を イマ ー ム の 許可 な く 私 有 化 し た 者 に 関し て は 、 非 難 と 処罰 と いう 
意味 か ら イ マー ム 自 身 は 彼ら の た め に 葬儀 の サラ ー を 率い ませ ん 。 そ し て イマ ー ム 以外 の 
者 が 、 彼 ら の た め に 葬儀 の サラ ー を 執り 行う よう に し ます 。 










































































3 投石 や 報復 の 刑 で 命 を 失っ た ムスリム は その 遺体 を 洗浄 され 、 葬 儀 の サラ ー も 通 
り 行 われ ます 。 








@⑯ 例 儀 の サラ ー と 遺体 を 埋葬 する まで 見 届け る こと の 徳 : 





葬儀 の サラ ー と 遺体 の 埋葬 が 終わ る まで 、 イー マー ン 19 と 報 所 へ の 望み を も っ て 葬儀 に 参 
加 す る こと は スン ナ で す 。 尚 埋葬 に 参列 する の は 男性 の み で 、 葬 儀 に は いか な る 音 や や 火 、 
肌 や ズ ィ ク ル ( 念 唱 ) と いっ た も の も 伴い ませ ん 。 
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石山 
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アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 言い まし た イー マー ン と 報 龍 へ の 望み を も っ て ム ス 
リム の 葬儀 に 参加 し 、 葬儀 の サラ ー ト 埋葬 が 終わ る まで 遺体 と 共に ある 者 に は 、2 カラ ッ ト 
の 報奨 が あろ う 。 そ し て 各 カ ラッ ト は ウフ ド 山 ほど (の 大 き さ ) な の だ 。 ま た 埋葬 前 に ( 遺 
体 か ら ) 立ち 去っ た 者 に は 、1 カ ラッ ト の 報 所 が あろ う 。"」 (アルテ ブ プ ハ ー リ ー と ムスリム 


の 伝承 20) 





















































@⑯ 葬 儀 の サラ ー の 場所 : 


葬儀 の サラ ー は 、 そ れ に 適し た 設備 の ある 場所 で 行う の が スン ナ で す が 、 時 に は モス ク 
で 行う こと も 出来 ます 。 そ の いずれ の 場所 で も サラ ー が 行わ れ な か っ た 場合 に は 、 墓 地 で 
あろ うと その 外 で あろ うと 可能 な 場所 で 葬儀 の サラ ー を 行う よう に し ます 。 葬儀 の サラ ー 
を され ず に 埋葬 され た 者 に 関し て は 、 そ の 墓 に お いて サラ ー を 行い ます 。 
































@ 遺体 が その 場 に な い 場 合 の 葬儀 の サラ ー : 





死去 し た 者 の 遺体 が その 場 に な いよ うな 者 に 関し て も 、 葬 儀 の サラ ー を 行う の が スン ナ 
窟 ま 。 





アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) は 言い まし た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に 
デッラ ー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は アン テ ナ ジ ャ ー シ ー が 死去 し た 日 、 人 々 に その 死 を 知 
ら せ ま し た 。 そ し て 人 々 を 伴っ て サラ ー の 場 に 赴く と 、4 つ の タク ビー ル を 行い まし た 。」 
(アル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 
































@ 葬 儀 を 早め に 行う こと : 


葬儀 の た め の 準 備 と サラ ー、 墓 地 へ の 埋葬 を 迅速 に 行う こと は スン ナ で す 。 




















アブ ー・ フ ライ ラ ( 彼 に アッ ラー の ご 満悦 あれ ) に よれ ば 、 預 言 者 ( 彼 に アッ ラー か ら 
の 祝福 と 平安 あれ ) は 言い まし た : 「 遺 体 を 早め に 埋葬 する の だ 。 も し 故人 が 廉 直 な 者 で あ 
っ た な ら 、 役 を (早め に 、 ア ッ ラ ー が 彼 の た め に 墓 の 中 に ご 用 意 下 さっ た 安寧 へ と ) 送り 




































































19 訳者 注 : 詳 し く は 「 タ ウ ヒ ー ド と イー マー ン 」 の 章 の 「 イ ー マ ー ン 」 の 項 を 参照 の こと 。 
20 ヒー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (47) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (945)。 文章 は アル テ ブ ハー リー の も の 。 
21 サ ヒ ー フ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1327) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (951)。 文 章 は ムスリム の も の 。 

5 

















和則 





I 


出せ 。 そ し て も し そう で な か っ た の な ら 、 そ れ は (あな た 方 に と っ て の ) 悪 で ある か ら ( 
め に ) あな た 方 の 肩 か ら 下 ろ す の だ 。」( ア ル テ ブ ハー リー と ムスリム の 伝承 22) 









































@ 以 性 も 男性 と 同様 サラ ー の 場 や モス ク に 赴 い て 葬儀 の サラ ー に 参加 すれ ば 、 男性 が サラ 
ー に 参加 し 、 か つ 市 意 の 意 を 表明 する こと に よっ て 得る の と 同様 の 報 押 を 得る で し ょ う 。 








⑯ 葬 儀 の サラ ー と 埋葬 の 禁じ られ る 時 間 帯 : 





ウ ク バ ・ ブ ン ・ ア ー ミ ル ・ ア ル テ ジ ュ ハ ニー ( 彼 に アッ ラー の ご 満 違 あれ ) は 言い まし 
た :「 ア ッ ラ ー の 使徒 ( 彼 に アッ ラー か ら の 平安 と 祝福 あれ ) は 3 つの 時 間 帯 に お いて 、 私 
た ち が サ ラー を し 、 あ る い は 死者 を 埋葬 する の を 禁じ まし た 。( そ の 3 つと は ) 太陽 が 昇っ 
て か ら 輝 き 高く な る まで と 、 太 陽 が 南 中 し て か ら 傾 くま で 、 そ し て 太陽 が 沈み 始め て か ら 


沈み 切る まで で す 。」( ム スリ ム の 伝承 3) 















































22 サ ヒ ビーフ ・ ア ル テ ブ ハー リー (1315) 、 サ ヒー フ ・ ム スリ ム (944)。 文章 は ムスリム の も の 。 
23 サ ヒ ー フ ・ ム スリ ム (831)。 











6 


